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● 取り組んだきっかけ ● 活動の目的
生涯スポーツの実施が健康維持・増進の一助となるこ

とは、多くの先行研究より支持されています。こうした
背景を基に、私たちは生涯スポーツ参加者の健康維持・
増進を医療職として支援することを活動の目的としてい
ます。そして、この活動は静岡理学療法学科の卒業生と
在学生による継続した共同事業となり、❶長期の地域貢
献を実現、❷卒業前後の教育実践と人間力の構築へと発
展することを可能としています。

● 具体的な内容
● 期待される効果
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♯ メディカルサポートSDGs ： 「生涯スポーツ」のもつ多角的な健康への効果を

“メディカルサポート” により活性化し、本邦の健康維持・増進に寄与すること

メディカルサポートSDGs、 生涯スポーツ、 健康維持・増進、 ボランティア活動、 教育

静岡県内で開催されるスポーツイベントの企画・運営
の補助、チームサポート活動を2010年より行っています。
この支援活動の対象は、幼児から高齢者までとし、競技
レベルを育成年代を含む一般からプロフェッショナルレ
ベルとしています。また、私たちのメディカルサポート
SDGsはサッカー、バスケットボール、マラソンなどの
スポーツ支援の他、検診事業や地域のお子さんを対象と
した運動発達支援、高齢者健康増進事業など多岐にわた
ります。そして、私たちは参加される皆様の健康維持・
増進を目的とした研究活動も実践しています1、2) 。

生涯スポーツを楽しまれている方は、生活習慣病など
が少ないことが予測され、競技によっては外傷などが多
いことが推察されます。この結果の理解により、生涯ス
ポーツの利点と欠点が抽出され、健康増進の方策だけで
なく、欠点対策の検証の一助となることが考えられます
2)。さらに、当ボランティア活動に参加する卒業生と在
学生は、対象者の身体能力に関する理解に加え、大規模
イベントのメディカルサポートについて実践教育が得ら
れています。このメディカルサポートSDGsの期待され
る効果には、参加する私たちの人間力の成長も含まれ、
その成長が地域貢献につながると理解しています。

『メディカルサポート × SDGs

ー 生涯スポーツを支援する 2024 ー』

私たちは、この健康づくり
の三要素の中で医療の立場
から運動を中心とした身体
活動より得られる疾病予防
と生きがいに着目してきま
した。

私たちの身体と心の健康を保つためには、個人に
合った適度な「運動」、「栄養・食生活」、疲労回復と充実
した人生を目指す「休養」が必要です（厚生労働省、2007）。
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2) シニアサッカー選手と一般住民の健康状態の比較，日本臨床スポーツ医学会誌，2023.   ほか


